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the newly-established field of studies

新設◎教育課程2
大学院医歯学総合研究科　臨床腫瘍学分野

臨床腫瘍学分野

三宅 智教授

　2012 年 5 月に新設された臨床腫瘍学分野は、がんを包括
的に診断するプロフェッショナルの育成を目的としている。
2007 年に施行された、がん対策基本法を受けて、文部科学
省の「がんプロフェッショナル養成基盤推進プラン（通称が
んプロ）」が始まった。2012 年度の第 2 期がんプロにおいて
東京医科歯科大学が採択されたことをきっかけに、臨床腫瘍
学分野が設置された。
　まずは、大学院教育を中心にスタートするが、2013 年度
後期からは、腫瘍ブロックの中に緩和ケアと精神腫瘍学の講
義を設ける。卒前・卒後の教育を通じて、がん診療への興味
を喚起し、高い専門性を持った人材育成を行う計画だ。
　また、基礎と臨床を橋渡しするがん研究、緩和ケアや化学
療法を中心とした臨床分野でも、当分野が中心的役割を果
たす。2012 年 7 月には、臨床を担う新たな診療部門として、
従来のがん治療センターと外来化学療法・注射センターを統
合した「腫瘍センター」が医学部附属病院に設置された。
　腫瘍センターは、がん登録、化学療法、緩和ケア、がん診
療連携、がん相談支援の 5 つの部門から成り、がん治療に関
わる各診療科の連携を支援する。患者さんに対しても、医師、
看護師、ソーシャルワーカー、薬剤師といった専従スタッフ
によるチーム体制で化学療法や緩和ケアを行い、がん治療に

関するサポート機能を充実させる。
　臨床腫瘍学分野の責任者、および腫瘍センター長には、化
学療法や緩和ケアを専門とする三宅智教授が就任した。
　「臨床腫瘍学分野では、がんプロによる人材育成の推進と
いう目的に加え、がん診療連携拠点病院を目指した体制づく
りというミッションが課せられています。そのため、レジメ
審査委員会やワーキンググループ、キャンサーボードを定期
的に開催するなど、腫瘍センターが窓口となって各診療科の
横のつながりを強化します。緩和ケアや化学療法についても、
腫瘍センターが中心的役割を果たすことになります」
　がん対策推進基本計画では、がん診断時からの緩和ケアの
提供が必要だとされている。そこで、院内緩和ケアチームや
臨床各科と共同して、効率的な緩和ケアの提供体制整備につ
いての研究を始めた。このほか、食道がん診療体系やがん患
者支援プログラム、肺がんの新規抗がん剤におけるバイオマ
ーカーなど、様々な研究も展開する。
　「この分野だけで、教育、研究、臨床が成り立つわけでは
ありません。様々な診療科や医療スタッフ、時には他校や外
部の病院との協力が不可欠です。腫瘍センターを中心につな
がりを深めながら、優れた専門医を育てていきたいと考えて
います」（三宅教授） 

がん診療のプロフェッショナルを育成

■包括的がん医療のモデル

■腫瘍センター

■がん診療における位置づけ
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腫瘍センター
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012年 6月2日、鈴木章夫記念
講堂にて、教職員 FD 研修が

開催され、講堂の収容定員を超える
560 人余の教職員が出席しました。本
研修は、教職員が大学の取り組みや現
状について理解を深め、一丸となって
大学が掲げる目標達成に向かって業務
を行っていくために実施しています。
　大山学長の開会挨拶の後、「第二期
中期目標・中期計画期間における中間
評価に向けて」と題し、内部質保証、
企画・国際交流、教育、研究、診療、
管理・運営などの取り組みについて、各
担当理事、副学長、病院長より説明が
ありました。続いて、森田理事（研究担
当）から、「研究活動に係る不正行為の
防止」について説明があり、大学教職
員として自覚すべき研究者の行動規範
や研究に必要な各手続きなどの再認識
がなされました。
　午後の講演は、公益財団法人大学基
準協会の鈴木典比古専務理事による

「医・歯・看護系教育における学士力教
育、教育の質保証、教育の国際化そし
て認証評価−統合的フレームワークの
構築−」で始まり、多くの教職員が熱心
にメモを取っている姿が見られました。
読売新聞の富所浩介氏による、「大学
広報の在り方について−大学の認知度の
向上に向けて−」と題した講演では、報
道関係者の視点から大学の情報発信な
どについて様々なアドバイスがありまし
た。参加した教職員からは、大変有意
義だったとの声が多く聞かれました。
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熱心にメモを取る教職員の姿が見られた

教職員FD研修を開催
大学の現状への
理解深める

歯学融合教育の開講式が 2012
年 4 月19 日、鈴木章夫記念講

堂（M&D タワー 2 階）で行われ、第 1
期生となる医学科、歯学科の 2 年生 156
人のほか、多くの役職員が出席しました。
　「医歯学融合教育」は、医学科と歯
学科の学生が卒業時に獲得しておくべ
き知識・技能のうち、共通かつ共同で
学ぶことにより学習効果が高まるもの
や、将来の包括的医療提供のための基
盤となるものを 6 年間を通じて様々な学
習段階で教え合いながら学ばせるもの
で、医学部と歯学部を併せ持つ医療系
総合大学としての特色を生かした取り組
みです。本学では、2009年2月に医歯学
融合教育支援センターを設置。ハーバー
ド大学の助言・協力などを得て、医歯学
融合教育カリキュラムをまとめました。
　開講式では、大山学長から、「医学・
歯学を横断した教育カリキュラムを通じ
て、包括的な視野と知識を持つ医療人
を育成し、社会に貢献したい」との式
辞がありました。続いて、文部科学省
高等教育局の村田善則医学教育課長か
ら、「高齢化社会に対応する包括的医
療教育の推進のため、医歯学融合教育
を学ぶ第 1 期生となる学生に期待する」
との祝辞がありました。その後、本学
医歯学融合教育支援センターの田中セ
ンター長からの、医歯学融合カリキュラ
ム開発の経緯およびその趣旨・目的な
どについての説明に続き、医歯学融合
教育の未来をテーマにシンポジウムが行
われました。

医

1期生156人のほか多くの関係者が出席した

01
2012年度からスタートした
医歯学融合教育の
開講式を開催

02

日の医療・歯科医療を拓く医師・
歯科医師の育成を目指して」と

題した医歯学教育システム研究センター
10 周年式典・シンポジウムが 2012 年 7
月に開かれました。
　本センターは、「良質な医師、歯科医
師の養成を通じた社会への貢献」を目
的として設置された全国共同利用施設
で、これまで医学・歯学教育のモデル・
コア・カリキュラムおよび医学・歯学教
育における学習知識と技能・態度に関
する到達度評価法の調査研究で多くの
実績を挙げています。記念式典では、
大山学長の挨拶に続き、文部科学省の
村田善則医学教育課長、厚生労働省の
田原克志医事課長、医療系大学間共用
試験実施評価機構の福田康一郎副理
事長から祝辞が述べられました。
　続いて開催された記念シンポジウムで
は村田医学教育課長の講演、日本医学
教育学会の伴信太郎理事長、日本歯科
医学教育学会の俣木志朗理事長、ア
メリカ医師国家試験機関のアン・ジョー
ブ博士、韓国釜山国立大学病院の金海
圭教授、本学の奈良医歯学教育システ
ム研究センター長、荒木同副センター長
から、我が国の医学・歯学教育の現状、
医学教育の国際認証、医療教育におけ
る質保証の改善、釜山大学医学部にお
けるシミュレーション教育および韓国医
師国家試験への対応などについて、講
演が行われました。シンポジウムには、
医学・歯学教育関係者が参加、講演者
と活発な質疑応答が行われました。

「医歯学教育システム
研究センター10周年式典・
シンポジウム」を開催

全国から医歯学教育関係者が参加した

明
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学では、2012 年 10 月12 日の
創立記念日に記念行事を、また、

10月14日に第 3 回となるホームカミング
デイを行いました。12 日の創立記念日
は、昨年に引き続き、自校愛を育むた
めの「マイキャンパスプロジェクト」とし
て、役職員が大学構内と周辺道路の清
掃を行いました。朝早くから、大山学長、
伊藤理事、須田理事をはじめ多くの教
職員がこのプロジェクトのために揃えた
T シャツを着用し、草取りやゴミの除去
に汗を流しました。
　また、湯島キャンパスに緑を増やす「癒
しの緑づくりプロジェクト」として、卒
後50 年を迎える第10期生同期会からし
だれ桜 2 本が寄贈されました。抜けるよ
うな秋空が広がる中、大山学長が第 10
期生同期会代表の 3 人とともに、キャン
パス内に植樹しました。午後には永年
勤続者表彰式を行い、長年大学の発展
に貢献された職員 15 人を表彰しました。

　14 日のホームカミングデイでは、鈴木
章夫記念講堂において、青木保国立新
美術館長による「文化力の時代−21 世
紀の日本とアジア−」と題する講演が行
われ、役職員、名誉教授、同窓生、学
生など多くの関係者が熱心に聴講しま
した。続いて、職員のモチベーションの
高揚のための「やる気倍増プロジェクト」
として、教育実践に顕著な成果を挙げ
た教員 2 人に対しベストティーチャー賞、
また、研究活動において優れた成果を
挙げた教員2人に優秀研究賞を表彰し、
大山学長より賞状と楯が授与されまし
た。そして、本学基金への寄附者に対
する感謝状贈呈、キャンパスツアーなど
の後、M&D タワーのファカルティラウン
ジにおいて、名誉教授および卒後 50 年
以上の卒業生との懇談会が行われまし
た。当時の思い出や本学のこれまでの
変遷などについて和やかに懇談が行わ
れ、一連の行事が締めくくられました。
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本

創立記念日行事および
ホームカミングデイを開催

校内清掃を行った大山学長ら

同窓生と一緒に植樹を行う大山学長

講演を行う青木国立新美術館長

「ベストティーチャー賞」、「優秀研究賞」の受賞者

第10期生同期会植樹記念の記念撮影 東京医科歯科大学基金銘板披露除幕式の様子

013 年 1 月 23 日〜 24 日に、鈴
木章夫記念講堂（M&D タワー

2 階）にて「新興・再興感染症に関す
るアジア・アフリカリサーチフォーラム 
AARF2013」が開催されました。
　本フォーラムは、文部科学省「感染
症研究国際ネットワーク推進プログラ
ム」 （J-GRID） の年次総会として行われ
ているもので、J-GRID での研究成果
の発表と情報交換を目的に毎年開催さ
れています。今回はアフリカとアジアの
10 カ国からの参加者を含め 323 人が参
加しました。
　永井美之 J-GRID プログラムディレク
ター、Mr. Nana Kwesi Arhin（駐日ガー
ナ臨時代理大使）、大山学長の挨拶に
続いて、各セッションが行われました。
　今回の AARF は本学のガーナ拠点
が主管ということもあり、アフリカの感
染症に関する課題を取り上げました。こ
こでは、（1）アフリカの顧みられない熱
帯病と、（2）最も危険なウイルス感染症

（カテゴリー I）をテーマに、北里研究所
の大村智先生、アメリカ国立アレルギー
感染症研究所のHeinz Feldman 博士に
よる、特別セッションが行われました。
　2日間の中で、セッション、ワークショッ
プ、ポスター発表など、各国の状況を踏
まえた研究成果発表が行われ、活発な
議論が展開されました。
　１日目終了後には、同タワー 26 階の
ファカルティラウンジで懇親会が開催さ
れ、各拠点関係者の交流が深まるなど、
大変有意義なものとなりました。

05

2

アジア・アフリカ 
リサーチフォーラム
AARF2013を開催

国内外から320人が参加（上）。ポスター発表（下）
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News
新たに11人が教授に採用、昇任

（2012年4月1日～2013年2月28日の人事）

原田 清 教授 （2012年4月1日採用）
大学院医歯学総合研究科　顎顔面外科学分野

伊藤 南 教授 （2012年4月1日採用）
大学院保健衛生学研究科　生体機能支援システム学分野

沢辺元司 教授 （2012年4月1日採用）
大学院保健衛生学研究科　分子病態検査学分野

窪田哲朗 教授 （2012年4月1日昇任）
大学院保健衛生学研究科　生体防御検査学分野

三宅 智 教授 （2012年5月1日採用）
大学院医歯学総合研究科　臨床腫瘍学分野

荒川真一 教授 （2012年7月1日昇任）
大学院医歯学総合研究科　生涯口腔保健衛生学分野

緒方泰子 教授 （2012年8月1日採用）
大学院保健衛生学研究科
高齢者看護・ケアシステム開発学分野

宮﨑泰成 教授 （2012年8月1日昇任）
保健管理センター　保健管理センター長

前原健寿 教授 （2012年11月1日昇任）
大学院医歯学総合研究科　脳神経機能外科学分野

髙田和生 教授 （2012年12月1日昇任）

国際交流センター　グローバルキャリア支援室長
医歯学融合教育支援センター兼務

石川俊平 教授 （2013年1月1日採用）
難治疾患研究所　ゲノム病理学分野
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生体材料工学研究所60周年記
念式典で挨拶を行う大山学長

入学者宣誓を行う学生代表

東京コンソーシアムキックオフシン
ポジウムの様子

お月見の会でお手前を披露する
本学茶道部員

高大連携「オリエンテーション」
の様子
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ー
ス「
東
京
医
科
歯
科
大
学
と
ソ
ニ
ー 

医
療
分
野
で
の
包
括
連
携
協
定
に
基
づ
く

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
始
」 （
共
同
発
表
：
東
京
医
科
歯
科
大
学
、
ソ
ニ
ー
株
式
会
社
）

難
治
疾
患
研
究
所
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

11

3
月

1222232627

明
治
大
学
図
書
館
と
の
相
互
利
用
を
開
始

餅
つ
き
大
会【
留
学
生
交
流
】（
東
京
医
科
歯
科
大
学
×
順
天
堂
大
学
）

プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス「
が
ん
の
進
行
を
制
御
す
る
仕
組
み
を
解
明
」 

吉
田
清
嗣 

准
教
授

難
治
疾
患
研
究
所
市
民
公
開
講
座—

最
先
端
生
命
科
学
講
座

シ
リ
ー
ズ
第
３
回—

 （
第
４
回
２
０
１
２
年
11
月
16
日
、
第
５
回
２
０
１
３
年
２
月
22
日
）

プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス「
好
中
球
の
過
剰
反
応
を
抑
え
る
鍵
に
な
る
分
子
が
明
ら
か
に
」 

森
尾
友
宏 

准
教
授

1

2
月

724 727

大
学
院
医
歯
学
総
合
研
究
科
を
改
組

学
部
入
学
式

大
学
院
入
学
式

新
入
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン（
〜
12
日
）

　於
：
箱
根
町
湯
本
富
士
屋
ホ
テ
ル

医
歯
学
融
合
教
育
開
講
式➼

 

内
容
は
本
誌
ｐ
25
を
参
照

プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス「
２
つ
の
作
用
で
骨
の
健
康
を
守
る
た
ん
ぱ
く
質
を
発
見

　

骨
の「
形
成
」と「
破
壊
」を
同
時
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」高
柳
広 

教
授

留
学
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス「
骨
粗
鬆
症
の
為
の
骨
を
作
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
発
見
」 

野
田
政
樹 

教
授

1

4
月

9101219192024

医
歯
学
教
育
シ
ス
テ
ム
研
究
セ
ン
タ
ー
10
周
年
記
念
式
典
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

➼
 

内
容
は
本
誌
ｐ
25
を
参
照

高
大
連
携〈
都
立
日
比
谷
高
等
学
校（
７
月
19
日
）、
県
立
土
浦
第
一
高
等
学
校

（
８
月
16
日
）、
県
立
千
葉
高
等
学
校（
12
月
14
日
、
出
張
講
義
：
11
月
29
日
）、

筑
波
大
学
附
属
駒
場
高
等
学
校（
12
月
25
日
）〉

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス（
〜
26
日
）

6

7
月

1725

学
位
記
授
与
式

実
験
動
物
慰
霊
祭

20

9
月

24

教
養
部 

公
開
セ
ミ
ナ
ー
「
健
康
週
間
獲
得
講
座
」開
始

25

11
月

プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス「
細
胞
内
分
解
オ
ー
ト
フ
ァ
ジ
ー
の
鍵
と
な
る
分
子
発
見
」 

水
島
昇 

客
員
教
授

7

12
月

ご
遺
骨
返
還
式
お
よ
び
感
謝
状
贈
呈
式

大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験（
〜
20
日
）

「
東
京
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を
基
盤
と
し
た
大
学
院
疾
患
予
防
科
学
コ
ー
ス
設
立
」

キ
ッ
ク
オ
フ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
リ
サ
ー
チ
フ
ォ
ー
ラ
ム（
〜
24
日
）➼ 

内
容
は
本
誌
ｐ
26
を
参
照

15

1
月

192123

餅
つ
き
大
会【
留
学
生
交
流
】（
東
京
医
科
歯
科
大
学
×
順
天
堂
大
学
）

プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス「
ア
レ
ル
ギ
ー
を
抑
え
る
新
た
な
仕
組
み
を
発
見
」烏
山
一 

教
授

6

2
月

22

第
１
回
マ
マ
さ
ん
ド
ク
タ
ー
・
リ
タ
ー
ン
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム【
内
科
編
】（
〜
12
日
、

第
２
回
２
０
１
３
年
２
月
25
日
〜
３
月
１
日
）（【
産
婦
人
科
編
】（
15
日
〜
19
日
））

大
学
公
開
講
座「
健
康
を
考
え
る
」開
始

プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス「
東
京
医
科
歯
科
大
学
と
大
日
本
印
刷
は
共
同
で
日
本
人
に
多
い

「
病
的
近
視
」の
原
因
が
眼
球
の
変
形
や
異
常
に
あ
る
こ
と
を
３
Ｄ-

Ｍ
Ｒ
Ｉ
画
像
解
析

に
よ
り
解
明 

」（
共
同
発
表
：
東
京
医
科
歯
科
大
学
、
大
日
本
印
刷
株
式
会
社
）

➼
 

内
容
は
本
誌
ｐ
18
を
参
照

創
立
記
念
日

第
７
回
四
大
学
連
合
文
化
講
演
会（
東
京
医
科
歯
科
大
学
・

東
京
外
国
語
大
学
・
東
京
工
業
大
学
・
一
橋
大
学
）

第
61
回
お
茶
の
水
祭（
〜
14
日
）

第
３
回
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
イ➼

 

内
容
は
本
誌
ｐ
26
を
参
照

解
剖
体
追
悼
式

　於
：
築
地
本
願
寺

大
学
院
入
学
式【
留
学
生
】

第
13
回
体
験
型
公
開
講
座「
健
康
で
長
生
き
す
る
た
め
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
」（
〜
28
日
）

お
月
見
の
会【
留
学
生
交
流
】（
東
京
医
科
歯
科
大
学
×
順
天
堂
大
学
）

1

10
月

312 1112131418262730




